
(57)【要約】

【課題】内燃機関の直動式動弁装置において、カムシャ

フトのカムピースが直接当接する相手部材の当接面の摩

耗を防止するという目的を、カムピースと相手部材との

当接位置を変更することにより実現する。

【解決手段】軸状のシャフトと、シャフトの軸線方向に

配置され、円周状のベース円部とベース円部から突出す

るノーズ部とよりなるカムピースとを有するカムシャフ

トと、カムシャフトのカムピースが当接する相手部材と

を備える内燃機関の直動式動弁装置において、カムピー

スはシャフトの軸線垂直方向に延びる軸垂線に対してノ

ーズ部頂部の幅方向中心とベース円部底部の幅方向中心

とを結ぶカムピース中心線が傾斜した状態で配置され、

カムピースは、ノーズ部頂部の幅方向中心と相手部材中

心とが、シャフトの軸線方向において一致しない。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 状 の シ ャ フ ト （ １ ８ ） と 、 該 シ ャ フ ト （ １ ８ ） の 軸 線 方 向 に 配 置 さ れ 、 円 周 状 の ベ ー
ス 円 部 （ １ ７ ） と 該 ベ ー ス 円 部 （ １ ７ ） か ら 突 出 す る ノ ー ズ 部 （ １ ３ ） と よ り な る カ ム ピ
ー ス （ １ ２ ） と を 有 す る カ ム シ ャ フ ト （ １ １ ） と 、 該 カ ム シ ャ フ ト （ １ １ ） の 前 記 カ ム ピ
ー ス （ １ ２ ） が 当 接 す る 相 手 部 材 （ ５ ３ ） と を 備 え る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に お い て
、 前 記 カ ム ピ ー ス （ １ ２ ） は 、 前 記 シ ャ フ ト （ １ ８ ） の 軸 線 垂 直 方 向 に 延 び る 軸 垂 線 （ Ｎ
） に 対 し て ノ ー ズ 部 頂 部 （ １ ３ ａ ） の 幅 方 向 中 心 と ベ ー ス 円 部 底 部 （ １ ７ ａ ） の 幅 方 向 中
心 と を 結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 （ Ｍ ） が 傾 斜 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 前 記 カ ム ピ ー ス （ １ ２ ）
は 、 前 記 ノ ー ズ 部 頂 部 （ １ ３ ） の 幅 方 向 中 心 （ Ｅ ） と 前 記 相 手 部 材 （ ５ ３ ） 中 心 （ Ｆ ） と
が 、 前 記 シ ャ フ ト （ １ ８ ） の 軸 線 方 向 に お い て 一 致 し な い こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 直
動 式 動 弁 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 に お け る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 用 内 燃 機 関 の 動 弁 装 置 と し て は 、 カ ム シ ャ フ ト の カ ム ピ ー ス が 直 接 バ ル ブ リ フ タ
を 押 圧 し バ ル ブ の 開 閉 動 作 を さ せ る よ う に し た 直 動 式 の 動 弁 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ
う な 直 動 式 の 動 弁 装 置 １ ０ １ は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 如 く 、 バ ル ブ １ ５ １ の バ ル ブ ス テ ム
１ ５ ２ が バ ル ブ ガ イ ド １ ５ ６ に 挿 通 し 、 バ ル ブ ス テ ム １ ５ ２ の 上 方 に 配 置 さ れ た 円 筒 状 の
バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ を カ ム シ ャ フ ト １ １ １ の カ ム ピ ー ス １ １ ２ が 押 圧 し 、 バ ル ブ １ ５ １ を
開 閉 す る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 動 弁 装 置 １ ０ １ に 使 用 さ れ る カ ム シ ャ フ ト １ １ １ は 、 図 ６ 及 び 図 ８ に 示 さ れ
る 如 く 、 円 周 状 の ベ ー ス 円 部 １ １ ７ と ベ ー ス 円 部 １ １ ７ か ら 突 出 す る ノ ー ズ 部 １ １ ３ と を
有 す る 複 数 の カ ム ピ ー ス １ １ ２ と 、 複 数 の カ ム ピ ー ス １ １ ２ を 繋 ぐ シ ャ フ ト １ １ ８ と よ り
構 成 さ れ る も の が 一 般 的 で あ る 。 こ の カ ム シ ャ フ ト １ １ １ の カ ム ピ ー ス １ １ ２ は 、 ノ ー ズ
部 頂 部 １ １ ３ ａ の 幅 方 向 中 心 と ベ ー ス 円 部 底 部 １ １ ７ ａ の 幅 方 向 中 心 と を 結 ぶ カ ム ピ ー ス
中 心 線 ｍ が 、 シ ャ フ ト １ １ ８ の 軸 線 垂 直 方 向 に 延 び る 軸 垂 線 Ｎ に 対 し て 平 行 に な る よ う に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 如 き カ ム シ ャ フ ト １ １ １ を 使 用 し て バ ル ブ を 開 く と き は 、 図 ７ に 示 す 如 く カ ム ピ
ー ス １ １ ２ の ノ ー ズ 部 １ １ ３ が 相 手 部 材 で あ る バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ の 当 接 面 １ ５ ３ ａ に 当
接 し て バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ を 押 圧 す る 。 こ の と き カ ム ピ ー ス １ １ ２ の ノ ー ズ 部 １ １ ３ は 、
バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ の 当 接 面 １ ５ ３ ａ 中 心 ｆ と ノ ー ズ 部 頂 部 １ １ ３ ａ の 幅 方 向 中 心 ｅ と が
一 致 し た 状 態 で バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ の 当 接 面 １ ５ ３ ａ に 当 接 す る 。 こ の よ う に バ ル ブ を 開
く と き に は バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ の 当 接 面 １ ５ ３ ａ に お け る 同 一 の 箇 所 に の み カ ム ピ ー ス １
１ ２ の ノ ー ズ 部 １ １ ３ が 当 接 し て 押 圧 す る た め 、 バ ル ブ リ フ タ １ ５ ３ の 当 接 面 １ ５ ３ ａ が
摩 耗 す る と い う こ と が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ４ ９ １ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 カ ム ピ ー ス が 相 手 部 材 に お け る 当 接 面 の 同 一 の 箇 所 に の み
当 接 を 続 け る と 、 相 手 部 材 の 当 接 面 が 摩 耗 し 、 耐 久 性 が 低 下 す る 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 軸 状 の シ ャ フ ト と 、 シ ャ フ ト の 軸 線 方 向 に 配 置 さ れ 、 円 周 状 の ベ ー ス 円 部 と
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ベ ー ス 円 部 か ら 突 出 す る ノ ー ズ 部 と よ り な る カ ム ピ ー ス と を 有 す る カ ム シ ャ フ ト と 、 カ ム
シ ャ フ ト の カ ム ピ ー ス が 当 接 す る 相 手 部 材 と を 備 え る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に お い て
、 カ ム ピ ー ス は シ ャ フ ト の 軸 線 垂 直 方 向 に 延 び る 軸 垂 線 に 対 し て ノ ー ズ 部 頂 部 の 幅 方 向 中
心 と ベ ー ス 円 部 底 部 の 幅 方 向 中 心 と を 結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 が 傾 斜 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、
カ ム ピ ー ス は 、 ノ ー ズ 部 頂 部 の 幅 方 向 中 心 と 相 手 部 材 中 心 と が 、 シ ャ フ ト の 軸 線 方 向 に お
い て 一 致 し な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お け る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に よ れ ば 、 カ ム ピ ー ス は シ ャ フ ト の 軸 線 垂 直
方 向 に 延 び る 軸 垂 線 に 対 し て ノ ー ズ 部 頂 部 の 幅 方 向 中 心 と ベ ー ス 円 部 底 部 の 幅 方 向 中 心 と
を 結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 が 傾 斜 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 カ ム ピ ー ス は 、 ノ ー ズ 部 頂 部 の 幅 方
向 中 心 と 相 手 部 材 中 心 と が 、 シ ャ フ ト の 軸 線 方 向 に お い て 当 接 位 置 が 一 致 し な い の で 、 カ
ム ピ ー ス が 回 転 す る と き に ノ ー ズ 部 が 相 手 部 材 の 中 心 か ら 離 れ た 位 置 に 当 接 す る た め 回 転
モ ー メ ン ト が 生 じ て 、 相 手 部 材 を 周 方 向 に 回 転 さ せ る 。 そ の た め カ ム ピ ー ス が 相 手 部 材 の
当 接 面 と 当 接 す る 位 置 が 周 方 向 に 変 化 し て 同 一 の 箇 所 に の み 当 接 す る こ と は な い の で 、 相
手 部 材 の 当 接 面 の 摩 耗 が 抑 制 さ れ 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 カ ム ピ ー ス が 相 手 部 材 の 当
接 面 と 当 接 す る 位 置 が シ ャ フ ト の 軸 線 方 向 に 変 化 し て 同 一 の 箇 所 に の み 当 接 す る こ と が な
い の で 、 ノ ー ズ 部 の 相 手 部 材 に 対 す る 接 触 範 囲 が 広 く な り 、 摩 耗 防 止 効 果 が 高 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に お い て 、 カ ム シ ャ フ ト の カ ム ピ ー ス が 直 接 当 接 す る 相 手 部
材 の 当 接 面 の 摩 耗 を 防 止 す る と い う 目 的 を 、 カ ム ピ ー ス と 相 手 部 材 と の 当 接 位 置 を 変 更 す
る こ と に よ り 容 易 に 実 現 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る の は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 １ で
あ る 。 バ ル ブ ５ １ の バ ル ブ ス テ ム ５ ２ は バ ル ブ ガ イ ド ５ ６ に 挿 通 し 、 バ ル ブ ス テ ム ５ ２ の
上 方 に 配 置 さ れ た 円 筒 状 の バ ル ブ リ フ タ ５ ３ と バ ル ブ ス テ ム ５ ２ の 上 方 端 部 と の 間 に は リ
テ ー ナ ５ ４ が 固 設 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ル ブ ス テ ム ５ ２ に は バ ル ブ ス プ リ ン グ ５ ５ が 巻 回
し 、 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。 カ ム シ ャ フ ト １ １ は 、 相 手 部 材 で あ る バ ル
ブ リ フ タ ５ ３ を 押 圧 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 シ ャ フ ト １ ８ が 駆 動 す る こ と に よ り カ ム ピ ー ス
１ ２ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 如 き 構 造 の 直 動 式 動 弁 装 置 １ に お い て は 、 図 １ に 示 す 如 く バ ル ブ ５ １ が 閉 じ る 状
態 で は 、 バ ル ブ ス テ ム ５ ２ は バ ル ブ ス プ リ ン グ ５ ５ に よ り バ ル ブ リ フ タ ５ ３ 方 向 に 付 勢 さ
れ て い る 。 ま た 図 ３ の （ ア ） に 示 す 如 く バ ル ブ の 気 密 性 を 維 持 す る た め カ ム ピ ー ス １ ２ の
ベ ー ス 円 部 １ ７ と バ ル ブ リ フ タ ５ ３ と の 間 に は ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 。 こ の ク リ
ア ラ ン ス に よ り 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ベ ー ス 円 部 １ ７ が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ に 当 接 し て 必 要 な
い 時 に バ ル ブ を 開 い て し ま う こ と が 予 防 さ れ る 。 図 ２ に 示 す 如 く バ ル ブ が 開 く 状 態 で は 、
カ ム ピ ー ス １ ２ が 回 転 す る と 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ノ ー ズ 部 １ ３ が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接
面 ５ ３ ａ と 当 接 し 、 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ を 押 圧 し て バ ル ブ ス テ ム ５ ２ を 押 し 下 げ 、 バ ル ブ ５
１ を 開 く 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 動 弁 装 置 に 使 用 さ れ る カ ム シ ャ フ ト １ １ を 図 １ 及 び 図 ３ を 基 に 説 明 す る 。 図 １ 及
び 図 ３ に 示 さ れ る カ ム シ ャ フ ト １ １ は 、 円 周 状 の ベ ー ス 円 部 １ ７ と 、 ベ ー ス 円 部 １ ７ か ら
突 出 す る ノ ー ズ 部 １ ３ と よ り な る 複 数 の カ ム ピ ー ス １ ２ と 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ベ ー ス 部 １
７ と 同 心 状 に 形 成 さ れ 、 複 数 の カ ム ピ ー ス １ ２ を 繋 ぐ シ ャ フ ト １ ８ と よ り な る 。 カ ム ピ ー
ス １ ２ は ノ ー ズ 部 １ ３ の 頂 部 に お け る 幅 方 向 中 心 と ベ ー ス 円 部 １ ７ 底 部 の 幅 方 向 中 心 と を
結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 Ｍ が シ ャ フ ト １ ８ の 軸 線 方 向 中 心 に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 で 配 置 さ れ
て い る 。 こ の カ ム ピ ー ス １ ２ は ノ ー ズ 部 頂 部 １ ３ ａ の 幅 方 向 中 心 と バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 中
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心 と が 、 シ ャ フ ト １ ８ の 軸 線 方 向 に お い て 一 致 し な い 状 態 に 配 置 さ れ て お り 、 図 ３ の （ ア
） は バ ル ブ ５ １ が 閉 じ た と き の 状 態 、 図 ３ の （ イ ） は バ ル ブ ５ １ が 開 い た と き の 状 態 を 表
す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 動 弁 装 置 １ に お い て カ ム ピ ー ス １ ２ が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ に 当 接 す る 状 態 に つ い て 図
４ を 基 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ４ の （ ア ） に 示 す 如 く カ ム ピ ー ス １ ２ は 矢 印 方 向 に 回 転 し て
、 ま ず 図 ４ の （ イ ） に 示 す 如 く ノ ー ズ 部 １ ３ の 一 方 側 が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接 面 ５ ３ ａ
に 接 触 し て バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 押 圧 が 開 始 さ れ 、 第 一 接 触 部 Ｐ １ 、 第 二 接 触 部 Ｐ ２ 、 第 三
接 触 部 Ｐ ３ と 連 続 的 に 押 圧 す る 。 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ は 、 図 ４ の （ ウ ） に 示 す 如 く 、 ノ ー ズ
部 １ ３ の 頂 部 １ ３ ａ が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接 面 ５ ３ ａ に 接 触 す る 第 二 接 触 部 Ｐ ２ に て バ
ル ブ リ フ タ ５ ３ の 最 大 量 押 圧 さ れ 、 更 に 連 続 的 に 押 圧 さ れ る バ ル ブ リ フ タ ５ ３ は 、 図 ４ の
（ エ ） に 示 す 如 く 、 ノ ー ズ 部 １ ３ の 他 方 側 が バ ル ブ リ フ タ ５ ３ に 当 接 す る 第 三 接 触 部 Ｐ ３
に て 、 ノ ー ズ 部 １ ３ に よ る バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 押 圧 が 一 旦 終 了 す る 。 こ の ノ ー ズ 部 １ ３ と
バ ル ブ リ フ タ ５ ３ と の 接 触 状 態 を 、 図 ５ に 基 づ い て 更 に 説 明 す る と 、 第 一 接 触 部 Ｐ １ 、 第
二 接 触 部 Ｐ ２ 及 び 第 三 接 触 部 Ｐ ３ の 幅 方 向 中 心 は 、 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 中 心 Ｆ に 対 し 、 シ
ャ フ ト １ ８ の 軸 線 方 向 に お い て 一 致 せ ず 、 第 二 接 触 部 Ｐ ２ の 幅 方 向 中 心 Ｅ が バ ル ブ リ フ タ
５ ３ の 中 心 Ｆ か ら 一 番 離 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 如 き カ ム シ ャ フ ト １ １ は 、 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す 如 く シ ャ フ ト １ ８ の 軸 線 垂 直 方 向
に 延 び る 軸 垂 線 Ｎ に 対 し て カ ム ピ ー ス １ ２ が ノ ー ズ 部 頂 部 １ ３ ａ に お け る 幅 方 向 中 心 と ベ
ー ス 円 部 底 部 １ ７ ａ の 幅 方 向 中 心 と を 結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 Ｎ が 傾 斜 し て い お り 、 ノ ー ズ
部 頂 部 １ ３ ａ の 幅 方 向 中 心 Ｅ と バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接 面 ５ ３ ａ 中 心 Ｆ と が 、 シ ャ フ ト １
８ の 軸 線 方 向 に お い て 当 接 位 置 が 一 致 し な い た め 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ノ ー ズ 部 １ ３ は バ ル
ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接 面 ５ ３ ａ の 中 心 Ｆ か ら 離 れ た 位 置 に 当 接 す る の で 、 中 心 か ら 力 点 が ず
れ て 回 転 モ ー メ ン ト が 生 じ 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の 回 転 に 伴 い 、 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ も 回 転 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 よ っ て 上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 軸 状 の シ ャ フ ト １ ８ と 、 シ ャ フ ト １ ８ の 軸 線 方 向 に 配 置 さ
れ 、 円 周 状 の ベ ー ス 円 部 １ ７ と ベ ー ス 円 部 １ ７ か ら 突 出 す る ノ ー ズ 部 １ ３ と よ り な る カ ム
ピ ー ス １ ２ と を 有 す る カ ム シ ャ フ ト １ １ と カ ム シ ャ フ ト １ １ の カ ム ピ ー ス １ ２ が 当 接 す る
相 手 部 材 ５ ３ と を 備 え る 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 に お い て 、 カ ム ピ ー ス １ ２ は シ ャ フ ト
１ ８ の 軸 線 垂 直 方 向 に 延 び る 軸 垂 線 Ｎ に 対 し て ノ ー ズ 部 頂 部 １ ３ ａ の 幅 方 向 中 心 と ベ ー ス
円 部 底 部 １ ７ ａ の 幅 方 向 中 心 と を 結 ぶ カ ム ピ ー ス 中 心 線 Ｍ が 傾 斜 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 カ
ム ピ ー ス １ ２ は 、 ノ ー ズ 部 頂 部 １ ３ の 幅 方 向 中 心 と 相 手 部 材 で あ る バ ル ブ リ フ タ ５ ３ 中 心
と が 、 シ ャ フ ト １ ８ の 軸 線 方 向 に お い て 一 致 し な い た め 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ノ ー ズ 部 １ ３
ａ は バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接 面 ５ ３ ａ の 中 心 か ら 離 れ た 位 置 に 当 接 す る の で 、 中 心 か ら 力
点 が ず れ て 回 転 モ ー メ ン ト が 生 じ 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の 回 転 に 伴 い 、 バ ル ブ リ フ タ ５ ３ も 周
方 向 に 回 転 し 、 カ ム ピ ー ス １ ２ の ノ ー ズ 部 １ ３ ａ と 他 部 材 で あ る バ ル ブ リ フ タ ５ ３ の 当 接
面 ５ ３ ａ と の 当 接 位 置 が 常 に 一 定 で は な い 。 ま た 、 カ ム ピ ー ス が 相 手 部 材 の 当 接 面 と 当 接
す る 位 置 が シ ャ フ ト の 軸 線 方 向 に 変 化 し て 同 一 の 箇 所 に の み 当 接 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 尚 、 上 記 実 施 例 に お い て は 、 カ ム ピ ー ス は バ ル ブ リ フ タ を 相 手 部 材 と し て 、 バ ル ブ リ フ
タ の 当 接 面 に 当 接 し て い る が 、 バ ル ブ リ フ タ と カ ム ピ ー ス と の 間 に シ ム 等 が 介 在 す る 場 合
は シ ム が 相 手 部 材 と な り 、 相 手 部 材 は バ ル ブ リ フ タ に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 の 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 を 表 す 部
分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る バ ル ブ が 開 い た 状 態 の 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 を 表 す 部
分 断 面 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る カ ム シ ャ フ ト と 相 手 部 材 と の 当 接 状 態 を 表 し 、 （ ア ） は バ
ル ブ が 閉 じ た 状 態 、 （ イ ） は バ ル ブ が 開 い た 状 態 を 表 す 部 分 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る カ ム シ ャ フ ト と 相 手 部 材 と の 当 接 過 程 を 表 す 断 面 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 相 手 部 材 へ の カ ム ピ ー ス の 当 接 箇 所 を 表 す 部 分 断 面 平 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 の 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 を 表 す 部 分 断 面 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の バ ル ブ が 開 い た 状 態 の 内 燃 機 関 の 直 動 式 動 弁 装 置 を 表 す 部 分 断 面 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の カ ム シ ャ フ ト と 相 手 部 材 と の 当 接 状 態 を 表 す 部 分 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ １ 　 カ ム シ ャ フ ト
　 １ ２ 　 カ ム ピ ー ス
　 １ ３ 　 ノ ー ズ 部
１ ３ ａ 　 ノ ー ズ 部 頂 部
　 １ ７ 　 ベ ー ス 円 部
１ ７ ａ 　 ベ ー ス 円 部 底 部
　 １ ８ 　 シ ャ フ ト
　 ５ ３ 　 相 手 部 材
　 　 Ｅ 　 （ ノ ー ズ 部 頂 部 の ） 幅 方 向 中 心
　 　 Ｆ 　 相 手 部 材 中 心
　 　 Ｍ 　 カ ム ピ ー ス 中 心 線
　 　 Ｎ 　 軸 垂 線
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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